
創

業

・

ベ

ン

チ

ャ

ー

国

民

フ

ォ

ー

ラ

ム

「

コ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス

２

０

０

１

㏌

桐

生

」

に

は

関

係

者

３

０

０

人

が

参

加

し

た

（

群

馬

県

桐

生

市

、

２

０

０

１

年

�

月

３

日

）

。

■

独

創

性

に

富

む

起

業

家

育

成

　

１

９

８

６

年

以

降

、

日

本

で

は

開

業

企

業

数

よ

り

廃

業

企

業

数

が

上

回

る

と

い

う

逆

転

現

象

が

起

こ

っ

た

。

と

り

わ

け

�

年

代

後

半

以

降

は

老

舗

企

業

を

含

む

倒

産

が

相

次

い

だ

。

一

方

、

米

国

で

は

�

年

代

に

新

し

い

ベ

ン

チ

ャ

ー

企

業

が

次

々

に

誕

生

。

こ

う

し

た

日

米

間

の

「

起

業

力

」

に

大

き

な

格

差

が

生

じ

て

い

る

こ

と

が

日

本

の

経

済

社

会

の

活

力

低

下

の

要

因

に

な

っ

て

い

た

。

　

活

力

あ

る

経

済

社

会

に

な

る

た

め

に

は

、

チ

ャ

レ

ン

ジ

精

神

に

あ

ふ

れ

た

新

た

な

事

業

・

企

業

を

生

み

出

す

数

多

く

の

起

業

家

を

輩

出

す

る

こ

と

が

不

可

欠

。

同

時

に

、

個

性

を

尊

重

し

、

リ

ス

ク

へ

の

挑

戦

と

成

功

を

評

価

す

る

社

会

イ

ン

フ

ラ

を

築

い

て

い

け

る

か

ど

う

か

が

問

わ

れ

る

―

―

こ

う

し

た

問

題

意

識

を

踏

ま

え

、

独

創

性

に

富

む

起

業

家

を

育

成

し

、

起

業

家

精

神

が

発

揮

さ

れ

る

風

土

づ

く

り

へ

の

国

民

各

層

の

結

集

を

呼

び

か

け

て

２

０

０

０

年

３

月

、

「

創

業

・

ベ

ン

チ

ャ

ー

国

民

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

通

商

産

業

省

・

中

小

企

業

庁

・

中

小

企

業

総

合

事

業

団

と

の

共

催

）

が

設

立

さ

れ

た

。

■

４

委

員

会

を

設

置

　

国

民

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

会

長

に

は

元

筑

波

大

学

学

長

（

ノ

ー

ベ

ル

物

理

学

賞

受

賞

者

）

の

江

崎

玲

於

奈

が

就

任

。

フ

ォ

ー

ラ

ム

内

に

「

企

画

運

営

委

員

会

」

「

顕

彰

委

員

会

」

「

調

査

・

提

言

委

員

会

」

「

地

方

活

性

化

委

員

会

」

の

４

委

員

会

を

設

置

し

た

。

　

企

画

運

営

委

員

会

は

、

広

報

活

動

や

中

央

・

地

方

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

開

催

、

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

事

業

の

企

画

な

ど

、

顕

彰

委

員

会

は

、

模

範

と

な

る

起

業

家

・

支

援

組

織

の

顕

彰

基

準

案

や

応

募

要

項

の

策

定

な

ど

、

調

査

・

提

言

委

員

会

は

、

創

業

の

活

性

化

や

ベ

ン

チ

ャ

ー

企

業

の

発

展

に

資

す

る

環

境

整

備

の

促

進

を

目

的

に

、

提

言

を

と

り

ま

と

め

政

策

へ

の

反

映

を

め

ざ

す

役

割

を

、

地

方

活

性

化

委

員

会

は

、

地

域

在

住

の

メ

ン

バ

ー

に

よ

る

委

員

会

で

、

地

方

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

開

催

や

地

方

大

学

へ

の

起

業

家

養

成

講

座

の

拡

充

要

請

、

ベ

ン

チ

ャ

ー

企

業

見

学

会

の

企

画

・

実

施

な

ど

を

担

っ

た

。

■

創

造

性

の

育

成

を

重

視

し

た

教

育

改

革

　

国

民

的

論

議

を

喚

起

す

る

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

全

国

各

地

で

開

催

。

�

年

�

月

３

日

に

は

群

馬

県

で

開

催

さ

れ

、

企

業

経

営

者

を

は

じ

め

産

官

学

の

関

係

者

３

０

０

人

が

集

ま

り

、

ベ

ン

チ

ャ

ー

企

業

活

性

化

に

向

け

た

活

発

な

議

論

が

展

開

さ

れ

た

。

　

�

年

�

月

に

は

、

全

国

４

都

市

で

の

キ

ャ

ラ

バ

ン

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

ス

タ

ー

ト

と

し

て

東

京

国

際

フ

ォ

ー

ラ

ム

で

開

催

（

約

１

２

０

０

人

が

参

加

）

。

国

民

フ

ォ

ー

ラ

ム

会

長

の

江

崎

は

「

日

本

の

国

際

競

争

力

を

回

復

さ

せ

る

た

め

に

は

、

衰

退

産

業

か

ら

成

長

産

業

へ

の

転

換

が

必

要

」

と

の

認

識

を

示

し

、

そ

の

た

め

に

▽

創

造

性

の

育

成

を

重

視

し

た

教

育

改

革

▽

風

土

・

意

識

改

革

▽

制

度

イ

ン

フ

ラ

の

改

革

―

―

の

３

点

を

訴

え

た

。

■

ビ

ジ

ネ

ス

専

門

大

学

院

の

量

的

拡

大

　

調

査

・

提

言

委

員

会

は

�

年

９

月

、

「

二

十

一

世

紀

を

担

う

起

業

家

輩

出

教

育

の

あ

り

方

に

つ

い

て

」

と

題

す

る

提

言

を

行

っ

た

。

　

さ

ら

に

�

年

３

月

に

は

、

「

『

起

業

家

社

会

』

の

実

現

に

向

け

た

提

言

」

を

発

表

。

大

き

く

①

起

業

家

人

材

の

輩

出

、

②

経

営

資

源

へ

の

ア

ク

セ

ス

の

改

善

と

企

業

制

度

の

整

備

、

③

企

業

法

制

の

改

善

―

―

と

い

う

３

点

に

わ

た

る

具

体

的

な

政

策

の

実

行

を

促

し

た

。

起

業

家

人

材

の

輩

出

で

は

、

ビ

ジ

ネ

ス

専

門

大

学

院

の

量

的

拡

大

を

訴

え

た

。

■

「

日

本

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

協

会

」

設

立

　

一

方

、

�

年

代

後

半

以

降

、

企

業

の

人

材

を

取

り

巻

く

環

境

も

大

き

く

変

化

。

人

事

担

当

部

門

の

役

割

は

従

来

の

管

理

的

及

び

従

業

員

サ

ー

ビ

ス

的

な

人

事

機

能

か

ら

、

経

営

の

中

心

的

機

能

と

し

て

企

業

戦

略

に

連

動

し

た

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

へ

の

変

革

が

求

め

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

き

た

。

　

生

産

性

本

部

で

は

、

こ

う

し

た

課

題

を

踏

ま

え

、

�

年

４

月

、

わ

が

国

産

業

界

に

お

け

る

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

質

的

向

上

を

支

援

・

推

進

す

る

組

織

と

し

て

「

日

本

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

協

会

」

を

設

立

。

同

協

会

は

、

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

（

Ｈ

Ｒ

Ｍ

）

に

お

け

る

①

プ

ロ

フ

ェ

ッ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

の

確

立

、

②

グ

ロ

ー

バ

ル

化

対

応

と

グ

ロ

ー

バ

ル

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構

築

、

③

内

外

の

高

質

な

情

報

交

換

―

―

と

い

う

三

つ

の

課

題

と

活

動

を

通

じ

て

、

Ｈ

Ｒ

Ｍ

に

関

わ

る

人

々

の

価

値

を

維

持

・

向

上

し

、

ひ

い

て

は

わ

が

国

産

業

界

に

お

け

る

Ｈ

Ｒ

Ｍ

の

質

的

向

上

に

貢

献

す

る

こ

と

を

ビ

ジ

ョ

ン

に

掲

げ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


